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レジ袋提供方法の見直し（無料配布中止）に伴う 
レジ袋収益金の贈呈について 

 
 
 北海道のイオングループであるイオン北海道株式会社とマックスバリュ北海道株式会社では、２０

０８年から実施しておりますレジ袋の無料配布中止に伴うレジ袋収益金（※）につきまして下記のとお

り活用させていただきますので、お知らせいたします。 
 
 両社は、地域のみなさまのご理解、ご協力のもと、２００８年６月５日より苫小牧市と倶知安町で

食品レジ袋の無料配布中止の取り組みを開始し、イオン北海道株式会社３０店舗、マックスバリュ北

海道株式会社７２店舗の道内計１０２店舗で実施いたしております。 
 
 レジ袋無料配布の中止に伴うレジ袋収益金は、その半額を店舗が所在する地方自治体や地域の市民

団体などの組織に寄付し、環境保全活動や地域貢献活動などの取り組みに役立てていただきます。ま

た、残り半額は、両社がＣＯ２排出権を購入し、日本のＣＯ２削減の一助となるべく、政府（環境省）

に無償譲渡（寄付）いたします。 

 
このたび６月の環境月間にあわせまして、これまでのレジ袋収益金を贈呈させていただきます。 
両社を含むイオングループはこれからもお客さまとともに買物袋持参運動を推進してまいります。 
加えて地域社会の一員として、ＣＯ２排出量の削減を目指した活動に積極的に取り組んでまいります。 
 
 （※）レジ袋収益金はご提供価格から消費税と原価を差し引いた金額です。 
 
 

記 
 
１．期  間   ２００８年６月～２００９年２月 
 
２．贈呈金額   ・地方自治体や地域の市民団体など 

  イオン北海道株式会社     ５３９，４１６円 
           マックスバリュ北海道株式会社 ６８９，１１２円 
         ・ＣＯ２排出権を購入 
           両社上記と同額      １，２２８，５２８円 

           合計２，４５７，０５６円 
 
３．贈 呈 先   店舗所在地の各市町村、または各団体さま、環境省 
 
                                       以上 
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